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糸長浩司 （いとなが こうじ）

生物環境工学科 特任教授
建築・地域共生デザイン研究室、工学博士、環境建築家
九州大学工学部建築学科卒業
東京工業大学大学院社会開発工学専攻博士課程修了

［専攻］環境建築学・都市農村計画・環境デザイン・パーマカルチャー

［社会活動］
ＮＰＯ法人エコロジー・アーキスケープ（環境・建築・芸術・景色融合） 理事長

飯舘村放射能エコロジー研究会 共同世話人、
環境デザイン雑誌『BIOCITY』 監修人
丹沢大山自然再生委員会 調査部会長
認定NPO法人自然環境復元協会 顧問
脱低炭素社会推進会議 幹事

［学会活動］
農村計画学会 名誉会員（前副会長、大震災復興特別委員会前委員長）
日本建築学会地球環境委員会 前委員長

放射能汚染長期対策WG主査



山形県飯豊町の水系散居風景



農村計画学会30周年記念
むらづくり最優秀賞2012年
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2011年4月29日
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除染土壌を詰めたフレコンパックの山 2014年11月 飯舘村



福島県飯舘村

分散型再生可能エネルギーの地産地消

福島県内で最初に導入したデン
マーク製の
木質チップボイラー

・震災の石油不足で活躍！
子ども向け自然エネルギー
教室にも注力！

エコライフ学習センター
役場の太陽光発電

伝統的な自然ｴﾈﾙｷﾞｰ

再生可能エネルギーと
エコビレッジづくり



飯舘村前田地区
S邸 宅地及び周

囲の山林の空間線
量分布図
地上 約1ｍ
２０１５年７月

日大・糸長研究室

除染の効果と限界 森林の汚染は継続している

裏山 除染後
表土 2.3μSv/h
Cs 23000Bq/kg



飯舘村の宅地・農地の除染済土壌は220万袋。

飯舘村の汚染された森林土壌の表層5cmの土を
除染すると、８６６万袋のフレコンバック

★フレコンバックのマヤカシ
森林除染できないままの長期的汚染地域の継続的汚染の課題



環境省12月17日資料





【津波被害地大船渡市碁石協議会での支援、高所移転住宅地建設等】

リアスの風 設計
協力 日本大学糸長・藤沢研究室



大船渡市碁石地区、防集移転住宅地 計画・建設支援、
共同発注建設





統合的な
自然再生事業

植生保護柵

計画的捕獲

土壌保全対策

生息環境整備

 

多様な恵みの
再生

丹沢大山自然再生委員会の活動（神奈川県）



日本建築学会での脱炭素社会の実現のための提言

・1997年7月15日 日本建築学会地球環境行動計画
https://www.aij.or.jp/jpn/archives/global-j.htm

・1997年12月2日 気候温暖化への建築分野での対応（会長声明）
https://www.aij.or.jp/jpn/archives/971202.htm

・2000年6月1日 「地球環境・建築憲章」、建築関連5団体
http://news-sv.aij.or.jp/kensho/kensh.pdf
http://news-sv.aij.or.jp/kensho/panfu.pdf

・2005年8月1日 温暖化防止型ライフスタイル推進のための行動計画
https://www.aij.or.jp/scripts/request/document/life_style.pdf
https://www.aij.or.jp/scripts/request/document/life_style_leaflet.pdf

・2009年12月 提言「建築関連分野の地球温暖化対策ビジョン2050」
カーボン・ニュートラルを目指して、日本建築学会、他16団体
https://www.aij.or.jp/low-carbon.html

https://www.aij.or.jp/low-carbon.html






・2014年7月22日 「低炭素社会推進会議」設置
建築関連18団体が共同のかたちで、低炭素社会実現に向けた、
情報交換、課題共有、役割整理、
政策提言等の手法検討の場を提供することを目的として設置。
http://news-sv.aij.or.jp/y900/link/low-carbon_cong.pdf

・2015年3月3日 地球温暖化対策アクションプラン 2050
― 建築関連分野のカーボン・ニュートラル化への道筋－

https://www.aij.or.jp/scripts/request/document/20150413.pdf

・2020年6月29日 激甚化する水害への建築分野の取組むべき課題
～戸建て住宅を中心として～

https://www.aij.or.jp/jpn/databox/2020/20200629.pdf

・2020年7月2日 2050年のカーボンニュートラル化に向けた三つの提言
―ストック社会形成による脱炭素・レジリエントな
建築・都市・農村のつくりかた、低炭素社会推進会議

https://www.aij.or.jp/jpn/databox/2020/suisin_teigen.pdf



日本建築学会 気候非常事態宣言

本会は、地球温暖化による急激な気候危機への対策に注力して持続可能な
社会を実現するため、気候非常事態を宣言する。

1．地球温暖化問題は気候変動の域を超えて危機的状況にあると認識する。

2．2050年までに脱炭素社会の実現を目指す。

3．気候変動への緩和策と適応策について、建築学の視点から積極的に発信
する。

4．政府、地方自治体、建築関連団体をはじめ関連団体および一般市民に、
広く連携を呼びかける。

5．社会における建築存在意義の革新により、脱炭素社会の実現のための活
動をさらに加速させる。

2021年1月20日
一般社団法人日本建築学会 会長 竹脇 出









第一章 地球・自然のデザインから学ぶ
1.1 地球エコシステムの基本デザイン

４．人間活動によるガイアの土地利用の変化 p13





1.2 住みかと棲み分けのデザイン
2．土地利用の変化と生物



★新型コロナパンデミックと人新世

パンデミック

人類による地球環境異変が
新型コロナパンデミックを起こした



https://vdata.nikkei.com/newsgraphics/coronavirus-chart-list/#countryTotalInfected
https://vdata.nikkei.com/newsgraphics/coronavirus-chart-list/#countryTotalInfected

世界の新型コロナ感染者数と死者数の累計 20210918
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生物資源科学部 学生新型コロナ感染者数推移 7月～９月１週間

単位、10万人換算（学生数を8000人として）

４月～９月17日 合計87人



生物多様性及び生態系サービスに関する政府間科学-政策プラットフォーム(IPBES)

2020年10月29日 緊急報告書 https://www.ipbes.net/pandemics-media-release

①推定80万を超える未知のウイルスが人間に
感染する可能性、
②人間の生態系の混乱（土地利用改変や都市
化の指数関数的増加）、気候変動、野生動
物消費がパンデミックのリスクを促進し、
毎年5つ以上の新しい病気を発生させ、うち
1つがパンデミックの可能性、
③土地利用変化、農業の拡大、都市化が新た
な病気の発生の30％以上の要因、
④人為的な地球環境変化の減少でパンデミッ
クのリスクを減らすことができる。

https://www.ipbes.net/pandemics-media-release


IPCCとIPBESの合同報告書
（2021年6月）



・地球温暖化制御と生物多様性保護は相互依存し同時達成必要
・気候変動の制御に失敗すれば

→地球上の生態系と人類の社会生態系はより劣化
気候変動への適用能力が求められる

→陸と海での気候緩和・適応＋
生物多様性保全の両面戦略

NbS、グリーンインフラ推進推奨

・気候変動緩和・適応の単独対策による
自然への悪影響を心配する

→むやみなバイオエネルギー開発、気候工学的対策、
メガソーラー開発、原発推進等工学的な対処

→技術革新とグリーン経済主導の「新気候体制」への警告?

★小規模で局所的な対策の積み重ね、
地域を基盤とした複合的な対策を推奨し、
食生活の見直し、食料廃棄物の削減等のライフスタイル変革

★人間の自然への働きかけの変革が共通の解決策



4．ガイアでのヒトの理想の生活

1.2 住みかと棲み分けのデザイン





★人新世とは

・人新世という時代認識 異常な人為的改変数字、動物の量、窒素の量・・・
パウル・クルッツェンによる

「過去の三世紀で、人間がグローバルな環境に及ぼす影響力が高まった。二酸化炭
素を人間が排出してきたために、グローバルな気候は、これからの何千年、自然な運
行からとてつもなく逸れていくだろう。」
地質学的時代に「人新世（anthropocene）」（アントロポセーン）をあてがう。
完新世にとってかわる完新世の時代、
落ち着いた温暖的地球環境の時代は終焉し、異常気象が不定期的に起こる、
寒暖の差が極端に起き、海面上昇、地球大気圏異常
人間の行動対象、素材としての自然は、人間生活に巨大で危険な影響を及ぼす。
母なる地球は、人間の行為により病み、地球温暖化、熱波等の深刻影響を及ぼす。

過去3世紀の間に人口は３倍、家畜の数は14億、市街地は過去1世紀の間に10倍、
化石資源を燃焼し二酸化炭素排出、その量は海からの自然放出の2倍、

地球上の地表の30～50%は人間活動で変容し、
エコシステムで固定する窒素の量＜化学工場で生産される窒素肥料量
熱帯雨林の種の絶滅率を千から一万倍に増大させ、
二酸化炭素は30%以上、メタンは100％以上増加

★参考文献 『人新世の哲学』篠原雅武



人口 総合ＧＤＰ 海外投資

河川のダム化 水使用量 化学肥料量

マクドナルド店舗数紙使用量都市人口

国際旅行数電話機の量自動車量



世界的貧富人口率と温室効果ガス排出量比率

世界の１割の金持ち
層が、全世界での総
温室効果ガスの半分
を排出。
５割の貧困層は、
1割の排出量。



★ 気候非常事態宣言と
原発事故対策の緊急事態状況

・グレタ女史の国連、COP25マドリードでの訴
経済より地球環境破壊対策優先

・「気候非常事態宣言」

・原発事故問題の深刻化、近代技術の暴走、
人自然の物質代謝の攪乱・亀裂
2011年3月11日政府は原子力災害対策特別措置に基づき
「原子力緊急事態宣言」を発令、現在まで解除されていない。

・破局的状況（非常事態状況）の継続

★参考文献
『BIOCITY75号、 東日本大震災の光と影』、糸長浩司監修著書
『震災復興から俯瞰する農村計画学の未来』糸長浩司他 編著





図4 スペイン気象庁（AEMET）が公開した
ヨーロッパの最高気温表示図（2019年6月28日公開）『BIOCITY82号』202004
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バイオリージョン（生命地域）と流域

• 我々が住み、働き、憩う環境は、地形、土壌、
水系、植物、動物で構成される環境

• その環境の上に、歴史的に人間社会が作られて
きた。

• このような総合的な地域をバイオリージョンと
いう。

• 川を中心とした流域の環境が代表的なバイオ
リージョンの環境である。



環境構成要素

分析科学の

レベル

地域環境の「レイアー・ケーキ」

Wallace,McHarg,Robert,and Todd Woodlands New Community



米国のバイオリージョナリズム

米国での環境運動の一つに、バイオリー
ジョ ナリズムがある。

行政的な枠を越えて、生物・生命が共存・
共生しているつながりの環境を保全・育成
するために、

流域地域の住民、上流と下流の住民が一緒
に環境保全・育成活動を考えていく運動で
ある。



米
国
の
州
境

バ
イ
オ
リ
ー
ジ
ョ
ン

の
手

ﾋﾟｰﾀｰﾊﾞｰｸﾞ



森は海の恋人

• 豊かな海の環境を育てるために
は、健全な森の育成が必要であ
る。

•下流部の漁民・住民が上流部の
森林育成・保全に努力する流域
的運動

•中流域の農村都市にとって流域
の環境づくりも必要



海は森の恋人

• 豊かな森の環境を育てるためには、
健全な海の育成が必要である。

•そして、森と海をつなぐ健全な河川
環境の育成が必要である。

•鮭の遡上

•多様で広域的なバイオリージョン

























https://local-sdgs.jp/?lang=ja



https://local-sdgs.jp/?lang=ja



★地球的、地域的、アソシエーション的解決と
アクション

・ＳＤＧｓの意義と限界
持続的開発論の意義と限界、社会経済システムの変革を問わ
ないことの限界
資本主義システム（販売を予想した商品生産による経済振興の
限界）の限界から変革へ

・ローカリゼーションとアソシエーション型社会経済
・持続可能な農的生活としてのパーマカルチャー
・世界のローカリゼーションとアソシエーション的試み

エコビレッジ、
バイオリージョン（トランジション）、
協同労働組合（社会連帯経済）

★参考文献
『BIOCITY78号、SDGs 未来を変える１７の目標とまちづくり』糸長監修著
『パーマカルチャー』農文協、
『BIOCITY36号、ユートピアとしてのエコビレッジ』、糸長浩司他著
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